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令和４年 教育委員会９月定例会 議事録  
 

１．日 時  令和４年９月２７日（火） 

       開会 午前９時５５分  閉会 午前１０時１８分 
 
２．場 所  大山崎町立中央公民館 別館 ２階 第１研修室 
 
３．議 事   

日程第１ 前回会議録の承認について 

日程第２ 諸報告について 

日程第３ その他 

 
４．出席委員 

教  育  長 馬 場 信 行 

教育長職務代理者 吉 川 栄 一 

委 員 南   顕 融 

委 員 榎 本 和 彦 

委 員 宮 本 佳 子 
 
５．欠席委員 

なし 
 
６．事務局 

教育次長、学校教育課長、生涯学習課長、生涯学習課担当課長兼中央公民館長、生

涯学習課参事兼歴史資料館長、生涯学習課総括主幹兼文化芸術係リーダー、体育

館館長、学校教育課主幹兼学校教育係リーダー（書記） 

 

７．傍聴者 

なし 
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会  議  内  容 

  

教育長 皆さんおはようございます。 

定刻より少し早いですけれども、おそろいですので始めさせてもらいた

いと思います。 

委員の皆様には公私ともにお忙しい中、定例会にご出席賜りまして、心

からお礼申し上げます。 

また、本町の教育行政に格別のご尽力を賜りまして、誠にありがとうご

ざいます。 

季節はお彼岸も過ぎて、７２候では、雷乃収声「雷すなわち声をおさむ」

の頃で、夏の間の夕方の頃に鳴っていた雷が収まる頃で、力強い入道雲が

消え、澄んだ秋空に穏やかないわし雲が広がる頃になりました。 

学校では、運動会、体育大会の準備が始まり出しているようで、子ども

たちもこの秋の行事を楽しみにしていることと思います。 

お彼岸を過ぎましたが、まだまだ暑い日が続きます。朝夕は少し秋らし

い感じですけれども、まだまだ３０度を超える真夏日が続いています。 

子どもたちも体調に気をつけながら、運動会、体育大会の準備を進めて

いることと思います。 

 

それでは、ただいまから、令和４年大山崎町教育委員会９月定例会を開

会いたします。 

本日の議事日程は、お手元に配付いたしましたとおりです。 

これより日程に入ります。 

 

日程第１、前回会議録の承認について を議題といたします。 

前回の会議録につきましては、既に各委員に署名をいただいております

ので、承認することといたします。 

 

日程第２、諸報告を行います。 

まず、私から報告させていただきます。 

【教育長諸報告事項について説明（資料のとおり）】 

 

次に、各所管課分の報告をお願いいたします。 

事務局 【学校教育課事業について説明（資料のとおり）】 
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事務局 【生涯学習課事業（生涯学習・スポーツ振興係、文化芸術係、中央公民館、

歴史資料館、大山崎町体育館）について説明（資料のとおり）】 

 

教育長 ありがとうございました。 

ただ今の報告で、質疑等がございましたらご発言ください。 

 

 質疑もないようですので、これをもって諸報告を終わります。 

 

次に、日程第３、その他 を議題といたします。 

まず、事務局から、その他報告事項があるようですので、説明をお願い

します。 

 

事務局 私からは、２点ご報告いたします。 

先ず、１点目は町議会一般質問について、であります。 

令和４年大山崎町議会第３回定例会（９月議会）が、去る８月２５日か

ら９月１６日までを会期として開催され、９月１日及び２日行われました

一般質問におきましては、町議会議員１１名のうち１０名の方が、様々な

町行政に関する一般質問をされました。その中で、４名の方が「教育委員

会」に関する質問をされ、各質問に対して、馬場教育長から答弁をされま

した。 

委員の皆様にのみお手元に資料をお配りしておりますので、質問要旨の

みをご紹介いたします。 

【要旨紹介】 

まず、井上 治夫 議員であります。 

「２ 教育条件整備の今後の予定について 

第二大山崎小学校の大規模改修や中学校給食棟建設、町で教員を採用

し、３５人以下学級が実現された。残されている課題についての今後の計

画を問う。 

(1) 大山崎小学校の雨漏り対策を含む施設整備工事。 

(2) 第二大山崎小学校の体育館床の改修。 

(3) 小中学校体育館へのエアコン設置。」の３件であります。 

次に、岸  孝雄 議員であります。 

「１ 中学校議会の実現について 

成人年齢の引き下げに伴う中学生への主権者教育の一環として、自分た

ちの町の運営に主体的に関わっていく機会としての中学生議会の実現に
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ついて、教育行政トップとしての教育長としての考えを問う。」の１件で

あります。 

次に、辻 真理子 議員であります。 

「１ 新型コロナウイルス感染症による不安解消について 

(3) 感染拡大の影響で仕事を休まざるを得ない保護者が多数いる。その

支援策である小学校休業等対応助成金について、直接保護者に情報提供す

べきと考えるがいかがか。 

２ 子育て支援について 

(2) 給食費無償化の考えについて問う。 

３ 子どもたちの声が届くまちづくりについて 

(1) ランドセル症候群対策として、他市では「置き勉」や、給水機設置、

ランドセル以外での登校等対策が講じられている。本町での対策を問う。 

(2) 夏場は特に遊ぶ場所が限られる。夏休み期間に町体育館の空いてい

る時間帯は町民や子どもたちに開放してはいかがか。」の４件であります。 

最後に、朝子 直美 議員であります。 

「２ 保育所・放課後児童クラブ（学童保育）の環境整備について 

(3) 放課後児童クラブ（学童保育）の利用児童は、昨年度の２０６人か

ら今年度は２４１人へと大幅に増加しており、施設整備など保育環境の改

善が求められる。特に「ともだちクラブ」の建物は、他の２クラブと比較

しても狭く、救護室もないなど十分な環境が整っていない。保護者会から

も建て替えの要望が繰り返し示されており、早期の着手が求められるがい

かがか。」の１件であります。 

以上のように、学校施設整備、中学校における主権者教育、新型コロナ

ウイルス感染症への対応、子育て支援、放課後児童クラブの施設整備とい

った教育課題に関わるご質問に対して、現状や進捗、町の考え方などにつ

いて答弁させていただいたところであります。 

 

次に、２点目は安倍晋三元首相の国葬にあたっての町の対応に関する申

し入れ、要望についてであります。 

【要旨紹介】 

日本共産党大山崎町議員団、部落解放同盟京都府連合会等、乙訓教職員

組合及び新婦人の会大山崎支部の４団体組織から申し入れ書及び要望書

の提出がありました。 

本日、９月２７日に国葬が執り行われるところでありますが、町の対応

といたしましては、日頃から常時国旗を掲揚している施設であります、役
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場、中央公民館、ふるさとセンター、体育館においては半旗掲揚としてお

り、黙とうその他の弔意表明は行わないことしております。 

また、学校につきましても、常時国旗を掲揚していない施設であり、特

段の対応を求めないことといたしております。 

 

私からは、以上であります。 

 

事務局 私からは、新型コロナウイルス感染症に係る状況についてご報告いたし

ます。 

令和４年９月２２日現在の感染状況でございます。 

令和４年８月は３６名、９月は４９名の感染を確認しております。また、

９月につきましては、大山崎小学校で２学級、第二大山崎小学校でも２学

級の学級閉鎖を実施したところでございます。 

 

私からは、以上であります。 

 

教育長 ただいまの報告事項について、各委員から質疑等はございますか。 

 

最後にこのほか委員の皆さんからご発言がありましたら、お願いいたし

ます。 

  

 それでは、ここで来る９月３０日の任期満了をもって退任されます、榎

本和彦委員からご挨拶があります。 

 榎本委員、よろしくお願いいたします。 

 

委員 失礼いたします。 

この度は、今月末をもちまして、任期満了ということで、教育委員の任

を解かれることになりました。 

振り返りますと、前任の方からの紹介もあり委員を引き受けましたが、

当時教育委員がどんなことをしているのかということを、右も左もわから

ない状態で、加えて、平成２８年度は大山崎町ＰＴＡ連絡協議会会長も兼

任しておりましたので、慌ただしいスタートでありました。 

２期７年間委員として務めさせていただきました。この間、平成２８年

当時、第二大山崎小学校の放課後児童クラブとプールの移設の事業があり

ましたが、その中で、事業に前向きの教育委員とそれに反発する一部の保
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護者を抱える第二大山崎小学校ＰＴＡ会長の両方の立場だった私は、板挟

み状態で、かなり頭を抱えていた記憶がございます。 

今にして思い返してみますと、当時の経験はとても良い経験だったとあ

らためて感じております。 

令和２年７月に中條前教育長がご退任されまして、翌年の４月に馬場教

育長がご就任されるまでの約８か月間、教育長代行という大役を務めさせ

ていただきまして、教育委員会の業務や教育行政について、より深く学び

知ることができ、本当に貴重な体験をさせていただきました。 

私が教育委員をしていく中で、最も楽しみにしておりましたのが、学校

訪問や運動会、体育大会などの行事に出席することでした。 

特に、学校訪問では、教室内で机間巡視しながら、子どもたちを間近で

みたり接したり、あるいは我が子たち以外のクラスの様子をみることがで

きたり、通常の保護者対象の授業参観とは違った視点で学校の様子をみる

ことができ、本当に楽しく有意義な活動でした。 

今後は、退任した後も、教育委員会とのご縁を大切にしまして、この７

年間で経験したことや学んだことを今後も一町民として何らかの形で子

どもたちを見守りながら、教育行政あるいは子どもたちの教育に関わって

いきたいと思っております。 

教育長をはじめ、皆々様、町職員の皆様、長い間お世話になり、ありが

とうございました。 

 

教育長 榎本委員におかれましては、平成２７年１０月１日から７年間にわた

り、町立小中学校の保護者として、またＰＴＡの役員としての視点から貴

重なご意見をいただき、更には神職や保護司としての経験や見識を活かさ

れ、本町教育行政の推進にご尽力いただきました。 

改めて、ここに感謝申し上げる次第であります。誠にありがとうござい

ました。 

 

以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

これをもちまして、令和４年大山崎町教育委員会９月定例会を閉会いた

します。 

お疲れさまでございました。 
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大山崎町教育委員会会議規則第１７条第２項の規定により、ここに署名する。 

 

   令和４年９月２７日 

 

 

 

 

教 育 長 署 名 

 
教育長職務代理者 署 名 

 
委 員 署 名 

 
委 員 署 名 

 
委 員 署 名 

 
書    記 署 名 

 

 


